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か
つ
て
『
上
方
文
化
講
座　

菅
原
伝
授
手
習
鑑
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）

の
中
で
、『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
の
増
補
物
を
い
く
つ
か
紹
介
し
、「『
菅
原
伝
授
手

習
鑑
』
増
補
上
演
年
表
」
を
ま
と
め
た
が
、
そ
の
際
に
は
見
出
し
て
い
な
か
っ
た

新
出
の
一
本
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑　

比
叡
山
の
段
」（
山
田
案
山
子
作
、
文
楽
軒
旧

蔵
）
を
こ
こ
に
紹
介
し
、
同
年
表
を
補
足
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
翻
刻
凡
例
や
以

下
の
記
載
形
式
は
、『
上
方
文
化
講
座　

菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
所
収
「『
菅
原
伝
授

手
習
鑑
』
増
補
物　

解
題
と
翻
刻
」
に
準
ず
る
の
で
、
併
せ
て
同
書
を
参
照
さ
れ

た
い
。
但
し
、
こ
の
新
出
写
本
に
見
ら
れ
る
本
文
改
訂
の
書
き
入
れ
を
ど
の
よ
う

に
翻
刻
に
反
映
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
【
成
立
・
備
考
】
の
欄
に
記
し
た
。

 

【
底
本
】
大
阪
市
立
大
学
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー R711.1/Y

19/1591/
国

文
学

 

【
書
誌
】
六
行
写
本
。
全
二
十
二
丁
。「
新
作
／
菅
原
伝
授
手
習
鑑
／
四
廼
中
書

入
／
比
叡
山
之
段
」（
前
表
紙
）。
内
題
「
比
叡
山
の
段　

第
四
の
中
書
入
」。「
天

保
十
二
辛
丑
九
月
吉
日
／
作
者
山
田
案
山
子
／
筆
工
松
廼
家
真
鶴
」（
終
丁
末
）。

「
文
楽
軒
蔵
」（
後
表
紙
）。

 

【
内
容
】「
四
廼
中
書
入
」
と
あ
る
通
り
、
四
段
目
の
中
（
原
作
で
は
北
嵯
峨
の

段
）
の
代
わ
り
に
挿
入
す
る
べ
き
内
容
で
あ
る
。「
比
叡
山
の
段
」
と
あ
る
が
、

二
場
に
分
か
れ
て
お
り
、
前
半
は
「
帷
子
の
辻
」、
後
半
が
「
比
叡
山
」
で
あ
る
。

 

〈
帷
子
の
辻
〉
菅
丞
相
の
御
台
所
は
、
桜
丸
の
女
房
八
重
と
と
も
に
嵯
峨
野
に
隠

れ
住
ん
で
い
た
が
、
敵
に
住
家
を
探
し
出
さ
れ
、
帷
子
の
辻
堂
ま
で
逃
れ
て
く
る
。

追
っ
て
き
た
敵
の
捕
り
手
と
の
戦
い
で
八
重
は
命
を
落
と
す
。
左
中
弁
希
世
と
星

坂
源
吾
が
現
れ
、
後
に
残
っ
た
御
台
所
を
連
れ
て
行
こ
う
と
す
る
が
、
そ
こ
に
桜

丸
夫
婦
の
幽
霊
が
現
れ
て
二
人
を
懲
ら
し
め
る
。
幽
霊
が
消
え
た
後
、
正
体
不
明

の
山
伏
が
御
台
所
を
抱
え
て
走
り
去
る
。

 

〈
比
叡
山
〉
比
叡
山
の
法
性
坊
阿
闍
梨
は
、
師
檀
関
係
に
あ
る
菅
丞
相
が
配
所
で

亡
く
な
っ
た
と
聞
き
、
庵
に
籠
も
っ
て
悲
嘆
に
暮
れ
て
い
る
。
弟
子
の
業
因
坊
は

密
か
に
藤
原
時
平
に
通
じ
て
お
り
、
菅
丞
相
に
対
す
る
悪
口
を
言
う
が
、
法
性
坊

は
取
り
合
わ
な
い
。
夜
更
け
て
菅
丞
相
の
霊
が
束
帯
姿
で
庵
の
外
に
現
れ
る
。
菅

丞
相
は
法
性
坊
に
、「
内
裏
に
天
変
が
起
こ
り
、
帝
に
召
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
決
し
て
参
内
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
言
う
。
法
性
坊
が
「
二
度
ま
で
は
辞
退

す
る
が
、
勅
使
が
三
度
に
及
べ
ば
参
内
す
る
」
と
答
え
る
と
、
菅
丞
相
は
怒
っ
て

柘
榴
の
実
を
口
に
含
み
、
妻
戸
に
吐
き
か
け
る
。
す
る
と
猛
火
と
な
っ
て
、
戸
が

燃
え
る
。
様
子
を
窺
っ
て
い
た
業
因
坊
が
菅
丞
相
に
斬
り
か
か
る
が
、
た
ち
ま
ち

「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
　
比
叡
山
の
段
」（
文
楽
軒
旧
蔵
本
）
解
題
と
翻
刻

久
　
堀
　
裕
　
朗

（『文学史研究』59号　2019. 3）
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体
を
裂
か
れ
て
絶
命
す
る
。
法
性
坊
が
数
珠
を
押
し
も
み
、
印
を
結
ぶ
と
、
菅
丞

相
の
霊
は
消
え
て
い
く
。

 

【
成
立
・
備
考
】
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
九
月
、
稲
荷
社
内
東
芝
居
初
演
。

番
付
に
は
「
叡
山
の
段
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
太
夫
は
竹
本
越
太
夫
で
あ
る
。
ま

た
人
形
は
、
吉
田
金
四
が
菅
丞
相
・
松
王
丸
・
桜
丸
・
八
重
の
四
役
を
「
出
遣
ひ

早
が
わ
り
」
に
て
つ
と
め
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
帷
子
の
辻
」
の

場
面
の
役
割
に
相
当
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
増
補
段
の
作
者
に
つ
い
て

は
、
番
付
に
も
「
添
削　

山
田
案
山
子
」
と
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
今
回
紹

介
す
る
写
本
に
よ
っ
て
も
山
田
案
山
子
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

当
写
本
は
、
後
表
紙
に
「
文
楽
軒
蔵
」
と
あ
る
よ
う
に
、
文
楽
の
芝
居
（
文
楽

座
）
の
座
主
の
も
と
に
伝
え
ら
れ
た
本
で
あ
る
。
そ
し
て
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ

の
写
本
の
本
文
に
は
二
段
階
の
改
訂
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
第
二
段
階
の
改

訂
は
四
代
目
文
楽
軒
（
文
楽
翁
、
円
成
院
の
墓
碑
で
は
三
代
目
）
に
よ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
以
下
に
説
明
を
加
え
た
い
。

　

当
写
本
に
は
、
所
々
に
貼
り
紙
に
よ
る
本
文
の
改
訂
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
は
朱
筆
の
改
訂
と
、
黒
い
細さ
い

字じ

の
改
訂
の
二
種
類
が
認
め
ら
れ
る
。
二
段
階
の

改
訂
が
加
え
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
朱
筆
改
訂
箇
所
の
上
に
貼
り
紙

し
、
再
度
黒
い
細
字
で
改
訂
さ
れ
た
箇
所
が
あ
る
の
で
、
朱
筆
が
第
一
段
階
、
黒

い
細
字
が
第
二
段
階
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
黒
い
細
字
の
文
字

は
、
前
掲
書
に
紹
介
し
た
文
楽
翁
自
筆
稿
本
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑　

北
嵯
峨
別
業

の
段
」
と
同
筆
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
第
二
段
階
の
改
訂
は
文
楽
翁

に
よ
る
も
の
と
推
定
で
き
る
。

　

本
段
は
天
保
十
二
年
の
初
演
の
後
、
江
戸
時
代
に
は
再
演
さ
れ
ず
、
明
治
十

三
年
（
一
八
八
〇
）
五
月
、
松
島
文
楽
座
の
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
興
行
時
に
、

「
比
叡
山
柘
榴
天
神
の
段
」
と
し
て
復
活
し
て
い
る
。
こ
の
興
行
で
文
楽
翁
は
い

く
つ
か
の
段
を
新
作
増
補
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
と
と
も
に
当
写
本
の
後
半
「
比

叡
山
」
に
改
訂
を
加
え
、「
比
叡
山
柘
榴
天
神
の
段
」
と
し
て
上
演
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
現
存
す
る
「
比
叡
山
柘
榴
天
神
の
段
」
写
本
（
大
阪

市
立
中
央
図
書
館
蔵
、
清
六
４
９
１
）
と
当
写
本
の
文
楽
翁
改
訂
本
文
が
一
致
す

る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
当
段
は
以
後
、
明
治
四
十
二
年
に
至
る
ま
で
、

文
楽
座
の
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
興
行
で
繰
り
返
し
上
演
さ
れ
た
。（
な
お
明
治

三
十
年
三
月
、
御
霊
文
楽
座
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
興
行
に
段
名
の
見
え
る
「
帷

子
ヶ
辻
の
段
」
を
、
増
補
上
演
年
表
で
は
初
出
と
し
た
が
、
こ
れ
は
当
写
本
の
前

半
「
帷
子
の
辻
」
の
再
演
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。）

　

一
方
、
第
一
段
階
の
朱
筆
修
正
に
つ
い
て
は
、
ど
の
時
点
で
な
さ
れ
た
の
か
不
明

で
あ
る
が
、
本
段
が
明
治
十
三
年
ま
で
は
再
演
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、

既
に
初
演
前
後
に
な
さ
れ
て
い
た
と
判
断
し
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
当
写
本

は
座
で
保
管
す
る
た
め
の
浄
書
本
（
筆
者
の
「
松
廼
家
真
鶴
」
は
未
詳
）
と
推
定

さ
れ
る
が
、
再
演
に
備
え
、
初
演
前
後
の
あ
る
段
階
で
、
実
際
の
上
演
本
文
を
反

映
さ
せ
た
修
正
を
、
浄
書
本
文
に
朱
筆
で
加
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
当
写
本
に
お
い
て
は
、
こ
の
二
段
階
の
改
訂
が
重
要
な
の
で
、
ど
の
よ

う
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
の
か
が
わ
か
る
よ
う
に
、
以
下
の
翻
刻
に
反
映
し
た
。
す

な
わ
ち
、
貼
り
紙
で
隠
さ
れ
て
い
る
元
の
本
文
を
【　
　

】
で
括
り
、
そ
の
紙
の

上
に
改
訂
本
文
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
、【　
　

】
の
後
に
続
け
て
、
朱
筆
の
改
訂

は
〈　
　

〉
で
括
っ
て
記
し
、
黒
い
細
字
（
文
楽
翁
）
の
改
訂
は
〔　
　

〕
で
括
っ

て
記
し
た
。
例
え
ば
、「【
と
は
云
な
が
ら
。】〔
夫
レ
は
そ
ふ
と
〕」
と
あ
る
場
合
、
元

の
本
文
は
「
と
は
云
な
が
ら
。」
で
、
そ
の
上
に
貼
り
紙
を
し
、
黒
い
細
字
で
「
夫

レ

は
そ
ふ
と
」
と
貼
り
紙
に
書
い
て
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
た
、
朱
筆
の
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場
合
は
、
貼
り
紙
を
せ
ず
に
、
朱
線
で
本
文
を
消
し
て
横
に
改
訂
本
文
を
記
し
て

い
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
例
え
ば
「
お
前
〈
あ
な
た
〉」
と
記
し
、

「
お
前
」（
元
の
本
文
）
を
消
し
、
朱
筆
で
「
あ
な
た
」
に
改
め
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
示
し
た
。
傍
線
が
な
く
、
例
え
ば
「
聞
へ
し
は
〈
海
内
知
識
の
聖
な
り
〉
菅
丞

相
と
師
壇
の
睦
び
」
と
記
し
て
い
る
部
分
は
、
単
に
「
聞
へ
し
は
」
と
「
菅
丞
相
」

の
間
に
入
る
べ
き
文
章
を
朱
筆
で
補
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

【
付�

記
】
本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
課
題
番
号15K

02254

）
の
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。

文楽翁改訂部分（13 オ）

前表紙本文冒頭（１オ）

後表紙 本文末（22 ウ）
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新
作

菅
原
伝
授
手
習
鑑

　

四
廼
中
書
入　

比
叡
山
之
段
（
前
表
紙
）

　
　

比
叡
山
の
段　

第
四
の
中
書
入

地
色
中
世
に
つ
れ
て
。
ウ
キ
ン
う
し
や
浮
世
の
ハ
ル
嵯
峨
野
の
中
原
ウ
ヲ
ク
リ
千
草
の
。
フ
シ

露
の
落
路
の
旅
。

地
ウ
菅
丞
相
の
御
台
所
ウ
敵
に
住
家
を
ハ
ル
見
顕
は
さ
れ
。
ウ
八
重
が
助
け
に
漸
と
ハ

ツ
ミ
遁
れ
給
ひ
て
帷
中
子
の
。
フ
シ
辻
堂
近
く
（
１
オ
）
着
給
ふ
。

地
ウ
八
重
は
討
手
の
大
勢
を
。
ウ
切
払
ふ
身
も
数
ヶ
所
の
手
疵
。
ウ
刀
を
杖
に
中

立
留
り
。「
詞
ア
ヽ
嬉
し
や
。
漸
爰
ま
で
落
延
し
。
イ
ヤ
申
御
台
様
。
暫
く
爰
に

て
お
休
下
さ
り
ま
せ
」
と
。
地
ハ
ル
云
つ
ゝ
御
台
の
御
顔
を
。
ウ
打
入
守
り
中
〳
〵
。

「
ウ
世
が
代
に
て
（
１
ウ
）
ま
し
ま
さ
ば
あ
ら
い
風
に
も
当
ぬ
身
を
。
表
具
カ
ヽ
リ
い

か
に
時
代
の
な
ら
ひ
と
て
ハ
ル
な
れ
ぬ
入
歩
路
の
御
艱
難
。
ウ
是
非
も
な
き
世
」
と

計
に
て
。
ウ
我
身
の
手
疵
は
苦
に
も
中
せ
す
。
ウ
主
を
い
た
は
る
真
実
心
。
ウ
御

台
も
心
根
思
ひ
や
り
。
ウ
主
従
（
２
オ
）
手
に
手
を
ク
ル
取
か
は
し
中
ハ
ル
フ
シ
尽
ぬ
。

涙
ぞ
哀
な
り
。

地
ハ
ル
八
重
は
心
を
色
取
直
し
。「
詞
ア
ヽ
泣
て
居
る
所
で
な
し
。
是
よ
り
北
山
芹
生

の
里
。
武
部
源
蔵
殿
の
方
へ
尋
行
。
御
身
を
忍
び
お
は
し
ま
せ
。
譬
敵
が
追
か
く

る
共
。
わ
た
し
は
爰
に
待
う
け
て
。（
２
ウ
）
討
手
の
者
を
切
ち
ら
し
。
跡
よ
り

追
付
申
べ
し
。
地
中
ウ
敵
の
来
ぬ
間
に
一
足
も
。
フ
シ
早
落
給
へ
」
と
す
ゝ
む
る
所

へ
。

地
ウ
又
も
聞
ゆ
る
ハ
ル
人
声
物
音
。「
ウ
見
付
ら
れ
て
は
叶
は
じ
」
と
中
見
廻
す
傍
へ

の
ハ
ル
辻
堂
へ
。
ウ
御
台
を
忍
ば
す
間
も
な
く
。
ウ
早
か
け
（
３
オ
）
来
る
色
捕
手

共
。「
詞
ノ
ル
ヤ
ア
女
め
。
菅
丞
相
の
御
台
何
国
へ
埋
ん
だ
真
直
に
。
白
状
ひ
ろ
げ
」

と
フ
シ
呼
は
つ
た
り
。

 

「
詞
ノ
リ
ヤ
ア
愚
〳
〵
。
女
な
れ
共
桜
丸
が
女
房
八
重
。
息
有
内
は
い
つ
か
な
〳
〵
。

御
主
人
の
御
台
所
様
。
そ
ち
ら
如
き
に
渡
さ
ふ
か
。」「
地
色
ウ
ヤ
ア
物
な
い
は
（
３

ウ
）
せ
そ
討
取
」
と
。
ハ
ル
一
度
に
か
ゝ
る
つ
ば
な
の
中
穂
先
。
ウ
手
負
な
が
ら
も

右
左
。
ハ
ル
前
後
を
払
ふ
手
練
の
太
刀
風
ト
ル
爰
を
せ
ん
ど
三ゝ
重
〽
戦
ひ
し
が
。
地

ウ
さ
し
も
の
大
勢
あ
し
ら
ひ
兼
。
ハ
ル
皆
我
一
と
逃
中
ち
つ
た
り
。
ウ
八
重
も
以
前

に
弥
増
手
疵
フ
シ
ウ
ン
ト
（
４
オ
）
の
つ
け
に
倒
れ
伏
。

地
ウ
物
音
聞
つ
け
ハ
ル
御
台
所
。
ウ
走
寄
て
。「
詞
コ
レ
八
重
い
の
ふ
。
〳
〵
。
ヱ
ヽ

ど
ふ
ぞ
水
が
な
。
ヲ
ヽ
幸
」
と
。
地
ハ
ル
井
地
の
流
を
む
中
す
び
上
。
ハ
ル
口
に
ふ
く

ま
せ
耳
に
口
。「
詞
八
重
い
の
ふ
。
コ
レ
気
を
慥
に
持
て
た
も
い
の
ふ
」
と
。
地
ハ

ル
呼
生
給
ふ
御
（
４
ウ
）
声
の
。
ウ
耳
に
通
じ
て
色
目
を
ひ
ら
き
。「
詞
ア
ヽ
御
台

様
。
御
身
に
お
怪
我
は
な
か
り
し
か
ア
ヽ
。
地
ハ
ル
嬉
入
し
や
」
と
云
声
も
。
ウ
早

た
へ
〴
〵
の
断
中
末
魔
。
ハ
ル
御
台
は
悲
し
く
入
抱
か
ゝ
へ
。「
詞
コ
レ
気
を
し
つ
か

り
と
張
詰
て
。
必
死
で
た
も
ん
な
や
。
地
色
ハ
ル
行
先
迚
も
敵
の
中
。
ウ
そ
な
（
５

オ
）
た
に
別
れ
入
キ
ン
自
は
。
ウ
跡
に
残
つ
て
何
と
せ
ふ
。
ウ
斯
迄
尽
し
不
運
の
末
。

ウ
い
つ
そ
此
身
も
入
死
た
い
」
と
中
ノ
ル
フ
シ
世
を
恨
み
た
る
御
悔
。

「
詞
ヲ
ヽ
お
道
理
で
ご
ざ
り
ま
す
。
御
尤
で
ご
ざ
り
ま
す
は
い
な
。
力
と
思
ふ
私

は
。
所
詮
叶
は
ぬ
此
深
手
。
逆
様
（
５
ウ
）
な
介
抱
受
る
。
カ
ヽ
リ
此
身
の
冥
加
恐

し
い
。
地
ハ
ル
死
る
我
身
は
惜
ま
ね
ど
。
ウ
せ
め
て
御
先
途
中
見
と
げ
る
迄
。
色
生
て

居
た
い
。
ヱ
ヽ
死
と
む
な
い
」
と
。
ハ
ル
忠
義
一
図
の
女
気
も
。
ウ
早
せ
ぐ
り
く
る

一
世
の
瀬
戸
。
矢
惜
や
さ
し
も
の
忠
臣
烈
女
。
フ
シ
草
葉
（
６
オ
）
の
露
と
。
消
に

け
る
。

地
ハ
ル
御
台
は
わ
つ
と
取
乱
し
。
ウ
跡
や
枕
を
押
動
か
し
ス
ヱ
テ
前
後
不
覚
に
。
ハ
ル
泣
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中
給
ふ
。

ウ
か
ゝ
る
所
へ
【
の
つ
さ
〳
〵
ウ
時
平
が
荷
膽
人
左
中
弁
希
世
】
ハ
ル
星
坂
源

五
【
を
引
連
て
ハ
ツ
ミ
フ
シ
辻
堂
近
く
出
来
り
。
地
ハ
ル
夫
と
見
る
よ
り
「
色
扨
こ
そ

〳
〵
。】（
６
ウ
）
詞
ノ
リ
菅
丞
相
の
内
証
見
付
た
〳
〵
。
兼
て
北
嵯
峨
に
隠
れ
住
よ

し
。
注
進
有
て
明
白
た
り
。
我
出
合
た
が
百
年
目
。
搦
捕
て
時
平
公
へ
引
立
る
。

サ
ア
〳
〵
歩
め
」
と
フ
シ
詰
寄
る
。

 

「
地
色
ウ
も
ふ
是
迄
」
と
ハ
ル
御
台
所
。
ウ
用
意
の
懐
剣
抜
放
し
夫
の
仇
（
７
オ
）
と

突
か
く
る
。
ウ
其
手
を
取
て
。「
詞
ヘ
ヽ
ハ
ヽ
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
。【
ヱ
ヽ
】
性
に
も
合

ぬ
刃
物
ざ
ん
ま
い
。
じ
た
ば
た
し
て
も
【
コ
リ
ヤ
】
も
ふ
叶
は
ぬ
【
わ
い
】。
ソ

レ
【
星
坂
】
引
立
よ
」
と
地
中
下
知
の
中
。
ウ
情
用
捨
も
あ
ら
け
な
く
。
ハ
ル
小
腕

取
て
色
引
立
る
。
ハ
ル
口
惜
涙
詮
方
も
フ
シ
カ
ヽ
ル
泣
入
給
ふ
を
。
中
ウ
耳
（
７
ウ
）
に

も
か
け
ず
。
ハ
ル
引
立
行
ん
と
す
中
る
所
に
。
下
コ
ハ
リ
ふ
し
ぎ
や
俄
に
身
の
毛
立
。

ウ
主
従
共
に
五
体
し
や
き
ば
り
。
ハ
ル
眼
く
ら
ん
で
一
時
に
。
フ
シ
其
ま
ゝ
そ
こ
へ

倒
れ
伏
。

地
中
キ
ン
雲
や
五
運
の
結
ぼ
れ
し
ハ
ル
か
ば
ね
は
。
土
に
ウ
帰
れ
中
共
。
ハ
ル
忠
義
に
こ

り
し
色
一
念
の
。
キ
ン
魂
は
此
世
に
中
帰
り
（
８
オ
）
咲
下
フ
シ
舎
人
桜
が
立
姿
。

地
ハ
ル
御
台
は
夫
と
見
る
よ
り
も
。「
詞
ヤ
ア
わ
が
み
は
桜
丸
。
爰
へ
は
ど
ふ
し
て

〳
〵
」
と
。
地
ハ
ル
ふ
し
ぎ
晴
ね
ば
中
顔
を
上
。「
詞
ホ
ヽ
御
不
審
御
尤
。
斎
世
の
宮

と
姫
君
の
。
御
媒
を
申
せ
し
が
。
讒
者
の
種
と
情
な
や
。
丞
相
様
は
御
流
罪
。
申

訳
（
８
ウ
）
な
く
相
果
れ
ど
。
我
一
念
は
い
つ
か
な
〳
〵
。
此
世
を
去
ず
守
護
す

る
某
。
追
付
悪
人
滅
亡
の
。
其
有
様
を
見
せ
奉
ら
ん
。
必
御
短
慮
な
し
給
ふ
な
。」

と
地
ウ
諫
る
中
に
気
の
付
両
人
。
ハ
ル
起
上
つ
て
色
見
て
恟
り
。「
詞
ヨ
ウ
う
ぬ
は
桜

丸
め
。
く
た
ば
つ
た
と
聞
し
に
。（
９
オ
）
扨
は
へ
ち
ま
ふ
て
う
せ
た
な
。
邪
魔

せ
ず
と
早
な
く
な
れ
」
と
。
地
ウ
双
方
一
度
に
ハ
ル
抜
つ
れ
て
。
ウ
切
払
ふ
た
る
打

物
の
。
ウ
徳
に
恐
れ
て
亡
霊
の
。
フ
シ
形
は
雰
と
消
に
け
る
。

 

「
詞
ヱ
ヽ
さ
ま
〴
〵
の
や
つ
が
う
せ
お
つ
て
。
思
ひ
の
外
の
隙
取
」
と
。
地
中
謐

き
〳
〵
主
（
９
ウ
）
従
が
。
ウ
行
ん
と
す
れ
ど
引
戻
さ
れ
。
ウ
思
は
ず
跡
へ
た
ぢ

〳
〵
〳
〵
。
フ
シ
途
方
に
く
れ
て
居
た
り
け
る
。

地
中
キ
ン
風
物
す
ご
く
中
吹
つ
れ
て
。
ツ
ヽ
ミ
歌
枯
し
尾
花
の
中
ウ
袖
袂
。
キ
ン
閻
浮
に
帰

る
ウ
八
重
が
中
姿
。
フ
シ
影
の
如
く
に
。
ウ
顕
は
れ
た
り
。

地
ハ
ル
希
世
は
見
る
よ
り
。「
詞
ヤ
ア
〳
〵
〳
〵
。
桜
丸
が
女
房
（
10
オ
）
八
重
。

扨
は
儕
も
く
た
ば
つ
た
な
。
ハ
ヽ
ア
扨
は
女
夫
連
の
幽
霊
か
。
ヱ
ヽ
う
ぬ
も
早
く

消
ろ
」
と
。
地
ウ
太
刀
を
抜
ん
と
手
を
か
く
れ
ど
。
ウ
更
に
抜
ね
ば
「
色
コ
リ
ヤ
ど

ふ
し
や
。
詞
油
断
致
す
な
星
坂
」
と
。
地
ウ
主
従
気
を
ば
ハ
ル
張
弓
の
ウ
矢
猛
心
に
行

ん
と
す
る
。
ウ
向
ふ
に
す
つ
（
10
ウ
）
く
り
ハ
ル
桜
丸
。「
色
コ
リ
ヤ
叶
は
ぬ
」
と
中

引
か
へ
せ
ば
。
ハ
ル
こ
な
た
に
八
重
が
中
ウ
魂
魄
の
上
キ
ン
互
に
か
げ
ろ
ふ
水
の
月
色

見
へ
つ
合
。
上
隠
れ
つ
幻
中
に
合
。
ウ
死
霊
の
通
力
ハ
ル
両
人
は
。
ウ
心
も
足
も
地
に

付
ず
。
ウ
只
真
青
に
逃
行
希
中
世
。
ウ
源
五
は
五
体
ふ
り
廻
は
さ
れ
。（
11
オ
）
フ
シ

尻
持
ど
つ
さ
り
大
臼
形
。

地
色
ハ
ル
桜
丸
色
に
つ
こ
と
笑
ひ
。「
詞
イ
ヤ
申
御
台
様
。
必
気
遣
ひ
遊
ば
す
な
。
猶

此
上
は
影
身
に
付
添
。
御
身
を
堅
固
に
守
奉
ら
ん
。
地
色
ハ
ル
早
お
さ
ら
ば
」
と
夕

風
の
。
ウ
松
の
こ
た
ま
に
音
か
へ
て
フ
シ
形
は
。
き
へ
て
失
に
け
り
。

地
ウ
小
影
に
始
終
（
11
ウ
）
窺
ふ
山
伏
。
ウ
こ
な
た
に
倒
れ
し
星
坂
源
五
。
ハ
ル
起

上
つ
て
色
傍
り
を
見
廻
し
。「
詞
ヱ
ヽ
一
度
な
ら
ず
二
度
な
ら
ず
。
い
ま
〳
〵
し
い

幽
霊
め
。
し
か
し
肝
心
の
御
台
は
。
ヤ
そ
こ
に
お
越
か
。
ヲ
ツ
ト
ど
つ
こ
い
し
よ
。

お
の
し
を
逃
し
て
コ
レ
マ
よ
い
物
か
い
や
い
。（
12
オ
）
そ
さ
ま
さ
へ
手
に
入
ば
。

し
め
こ
じ
や
〳
〵
。
サ
ア
こ
い
」
と
。
地
ハ
ル
御
台
所
を
引
立
る
。
ウ
後
の
方
よ
り

ハ
ル
星
坂
が
。
ウ
ゑ
り
髪
つ
か
ん
で
真
逆
様
。
ウ
驚
く
御
台
を
手
ば
し
か
く
。
ウ
弓
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手
に
か
ゝ
へ
立
中
上
れ
ば
。
ウ
我
武
者
の
星
坂
ハ
ル
大
だ
ら
引
抜
。
ウ
切
て
か
ゝ
る

を
事
共
（
12
ウ
）
せ
ず
。
ウ
刀
た
く
つ
て
か
ら
竹
割
。
矢
倒
る
ゝ
死
骸
に
目
も
か

け
ず
色
道
を
上
早
め
て
三
重

 

【
〽
欠
り
行
。

地
ハ
ル
爰
に
比
叡
山
の
阿
奢
梨
法
性
坊
と
中
聞
へ
し
は
〈
海
内
知
職
の
聖
な
り
〉】

〔
さ
れ
ば
台
嶺
四
明
が
嶽
を
爰
に
写
し
て
比
叡
の
山
法
性
坊
尊
意
阿
闍
梨
と
聞
へ

し
は
智
徳
兼
備
の
名
僧
と
世
に
聖
に
て
〕
ウ
菅
丞
相
と
師
檀
の
睦
び
。
本
フ
シ
御
交

り
も
深
か
り
し
に
。【
道
真
配
所
に
薨
去
と
〈
シ
給
ふ
と
〉
聞
。】〔
菅
原
の
道
実

公
配
所
に
お
ひ
て
薨
去
有
し
と
聞
給
ひ
〕
ス
ヱ
悲
歎
の
思
ひ
中
や
る
（
13
オ
）
方
な

く
。
フ
シ
ハ
ル
寺
務
を
も
捨
し
草
の
中
庵
。
フ
シ
無
常
を
観
じ
お
は
し
ま
す
。

地
ウ
藪
に
も
曲
れ
る
い
ば
ら
弟
子
【
ウ
悪
僧
の
】〔
奥
歯
に
針
の
〕
業
因
坊
。
ハ
ル
兼

て
時
平
に
【
一
味
の
】〔
荷
擔
の
〕
悪
念
フ
シ
心
に
隠
し
ウ
実
体
顔
。

 

「
詞
イ
ヤ
申
師
の
御
坊
。
こ
な
た
様
は
一
山
の
将
職
。
殊
に
天
子
の
（
13
ウ
）
祈

の
師
と
。
人
も
敬
ふ
身
を
持
な
が
ら
。
菅
丞
相
の
死
去
と
聞
し
。
其
日
よ
り
本
坊

を
捨
て
。
此
山
中
の
庵
り
住
居
は
マ
ア
何
事
ぞ
。
朝
敵
謀
反
の
菅
丞
相
が
。
後
世

仏
果
を
弔
ふ
お
心
か
。
そ
り
や
お
前
〈
あ
な
た
〉
大
け
な
ひ
が
事
で
（
14
オ
）
ご

ざ
り
ま
す
。
イ
ヤ
サ
天
子
に
背
き
し
菅
丞
相
。
ソ
レ
今
頃
は
地
獄
の
釜
こ
げ
。
ど

の
様
に
跡
弔
ふ
て
も
。
成
仏
な
ん
ど
は
イ
ヤ
ハ
ヤ
思
ひ
も
寄
ず
。
役
に
も
立
ぬ
気

骨
折
ず
と
。
是
か
ら
は
時
平
公
の
館
【
へ
立
入
。】〔
へ
も
御
ン
入
有
て
〕
身
の
活

計
を
お
極
め
有
が
。
イ
ヤ
サ
（
14
ウ
）【
徳
と
申
者
じ
や
」
と
。
地
ウ
己
が
曲
り
し

根
性
】〔
先
第
一
あ
な
た
の
お
徳
と
申
物
で
ご
さ
り
ま
す
る
ヱ
ヘ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
」
と

追
従
も
己
が
曲
み
し
根
性
〕
に
ウ
引
く
ら
べ
た
る
無
常
の
詞
。
ハ
ル
耳
に
も
か
け
ず

色
袖
打
払
ひ
。「
詞
ア
ヽ
か
し
ま
し
し
〳
〵
。
善
悪
不
二
と
聞
時
は
。
何
れ
を
善ヨ
ミ

し
。

何
れ
を
悪ニ
ク

ま
ん
。
さ
れ
共
肉
体
凡
夫
の
目
か
ら
は
。
地
ウ
影
澄
登
る
月
か
げ
の
。
ハ

ル
光
を
（
15
オ
）
覆
ふ
む
ら
雲
を
ウ
払
ふ
風
こ
そ
待
る
ゝ
な
中
ら
ひ
。
不
義
の
富

貴
は
浮
雲
の
如
し
。
ハ
ル
聞
さ
へ
耳
の
色
穢
ら
は
し
い
。
詞
只
戒
定
会
の
三
学
こ
そ
。

濁
り
を
洗
ふ
霊
水
な
れ
。
地
色
ウ
多
言
無
益
」
と
ハ
ル
云
放
ち
。
ウ
御
座
を
立
て
し
づ

〳
〵
と
フ
シ
一
間
の
。
内
へ
ぞ
入
給
ふ
。（
15
ウ
）

地
ウ
跡
見
送
つ
て
業
因
坊
ハ
ル
く
い
違
ふ
た
る
色
仏
頂
づ
ら
。「
詞
ヱ
ヽ
片
意
地
な
師

の
坊
。
師
匠
を
師
匠
と
思
へ
ば
こ
そ
。
身
に
徳
の
付
異
見
も
す
れ
。
夫
に
マ
ア
何

じ
や
や
ら
。
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
。
と
け
つ
か
る
は
い
ム
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
。
ア
ヽ
儘
よ
。

ど
ふ
な
と
せ
い
。
シ
カ
シ
今
夜
は
（
16
オ
）
ど
ふ
や
ら
気
味
た
の
悪
い
晩
じ
や

ガ
。
ど
こ
ぞ
明
イ
て
は
な
い
か
。
ヲ
ヽ
こ
り
や
コ
レ
柴
の
戸
が
明
て
有
は
い
。
ド

レ
〳
〵
し
め
て
置
ふ
。
斯
し
め
て
置
ば
マ
ア
用
心
も
よ
し
。
ア
ヽ
何
に
付
て
も
此
。

業
因
坊
様
は
ヤ
白
鼠
じ
や
は
い
。
夫
に
引
か
へ
欲
し
ら
（
16
ウ
）
ず
の
師
匠
。
思

へ
ば
〳
〵
い
ま
〳
〵
し
い
。【
と
は
云
な
が
ら
。】〔
夫
レ

は
そ
ふ
と
〕
筑
紫
の
国

へ
流
さ
れ
し
。
彼
菅
丞
相
が
な
く
な
れ
ば
。【
世
は
時
平
公
の
し
た
い
儘
。】〔
何

事
も
一
ト
片
付
左
府
公
を
始
メ
一
味
の
人
も
先
ツ
安
堵
〕
追
付
天
皇
を
追
下
ケ
て
。

時
平
公
は
十
善
の
位
。
そ
こ
で
指
詰
此
業
因
も
。
天
台
の
阿
奢
梨
様
と
は
。（
17

オ
）
コ
リ
ヤ
有
が
た
い
じ
や
な
い
か
い
な
。
ア
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
ヲ
ホ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
。
ア
ヽ

出
世
の
小
口
が
ヤ
開
き
か
け
た
わ
い
。」
と
地
ハ
ル
欲
と
悪
と
の
独
言
。
フ
シ
舌
な
め

ず
り
し
て
【
入
に
け
り
。

地
ハ
ル
峰
に
た
な
び
く
。】〔
業
因
坊
勝
手
の
方
に
入
に
け
り　

山
の
端
洩
る
ゝ
月
代

や
峰
に
た
な
び
く
〕
中
白
雲
の
夫
か
あ
ら
ぬ
か
。
ウ
忽
中
然
と
。
キ
ン
顕
は
れ
給
ふ

菅
丞
下
相
有
し
な
が
ら
の
ウ
束
帯
姿
。
し
づ
（
17
ウ
）〳

ウ〵
扉
に
。
フ
シ
立
寄
給
ひ
。

「
詞
師
の
坊
や
お
は
す
る
。
道
真
こ
そ
拝
顔
の
為
参
り
た
れ
。
地
ウ
爰
明
給
へ
」
と

中
音
な
へ
ど
。
い
ら
へ
な
け
れ
ば
ハ
ル
立
退
て
。
キ
ン
御
身
を
ウ
ゆ
ル

が
せ
。
フ
シ
ハ
ル
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庵
り
の
内
へ
ぞ
入
給
ふ
。

地
ウ
師
弟
の
縁
の
中
通
じ
て
や
。
一
間
を
出
る
法
性
坊
。
ハ
ル
夫
と
見
る
よ
り
（
18

オ
）
色
打
驚
き
。「
詞
コ
ハ
思
ひ
寄
ず
や
道
真
公
。
正
し
く
御
身
〈
君
〉
は
配
所
に

て
。
薨
じ
給
ふ
と
人
の
噂
。
是
と
い
ふ
も
讒
者
の
業
。
何
卒
無
実
の
虚
名
を
す
ゝ

ぎ
参
ら
せ
ん
と
。
心
魂
を
砕
き
し
か
ひ
も
な
く
。
去
に
よ
つ
て
。
此
庵
室
に
曳
籠

り
。
せ
め
て
は
御
身
の
（
18
ウ
）
後
世
善
所
を
。
ひ
た
す
ら
祈
参
ら
せ
し
に
。
思

ひ
が
け
な
き
今
の
対
面
。
先
々
是
へ
」
と
フ
シ
有
け
れ
ば
。

地
ハ
ル
丞
相
席
に
色
着
給
ひ
。「
詞
ア
ヽ
お
ろ
か
也
師
の
御
坊
。
身
不
肖
な
れ
共
当
今

に
。
尽
す
忠
義
は
時
の
間
も
。
怠
る
事
も
な
か
り
し
に
。
地
中
情
な
や
讒
者
の
舌

頭
（
19
オ
）
に
ウ
欺
か
れ
中
給
ひ
。
ハ
ル
科
な
き
我
を
は
る
〴
〵
と
。
表
具
ハ
ル
心
つ

く
し
の
入
島
守
と
。
ウ
な
さ
せ
給
ふ
は
。【
キ
ン
恐
中
れ
な
が
ら
ハ
ル
名
君
の
】〈
名
玉

の
曇
り
お
ふ
ひ
し
〉
御
中
僻
事
。【
詞
夫
に
付
て
も
讒
者
の
輩
一
々
に
。
天
罪
の

程
】〈
そ
れ
し
も
恨
ら
み
奉
ら
ず
そ
れ
に
付
て
も
逆
臣
原
我
を
罪
し
て
朝
廷
を
か

た
ふ
け
ん
と
す
る
讒
者
の
輩
一
々
に
天
罰
の
程
〉
思
ひ
し
ら
す
べ
し
。
今
よ
り
五

日
ツ
の
後
。
内
裏
に
天
変
の
事
有
て
。
御
坊
を
召
る
ゝ
勅
（
19
ウ
）
使
来
た
る
共
。

必
参
内
な
し
給
ふ
な
。
是
迄
師
檀
の
よ
し
み
を
思
ひ
。
此
義
を
頼
参
ら
せ
ん
為
。

今
宵
わ
ざ
〳
地〵
ウ
参
向
せ
り
。」
と
ハ
ル
宣
ふ
か
ん
ば
せ
キ
ン
つ
く
〴
〵
と
打
中
詠

め
。「
詞
扨
は
一
念
の
神
霊
に
て
。
讒
者
を
罰
し
給
は
ん
と
や
。
い
か
に
も
禁
庭

よ
り
勅
使
下
し
給
ふ
共
。（
20
オ
）
二
度
迄
は
辞
退
し
。
参
内
は
仕
る
ま
じ
。
ガ
。

勅
使
三
度
に
及
び
な
は
。
力
な
く
参
内
致
す
べ
し
。
其
時
必
恨
給
ふ
な
。
先
々
是

は
山
中
の
木
生
の
柘
榴
。
さ
も
し
く
と
是
を
菓
子
と
し
。
渋
茶
一
腹
き
こ
し
召
」

と
。
地
ウ
他
事
な
き
師
匠
の
饗
応
を
。
ハ
ル
余
所
に
（
20
ウ
）
聞
な
し
「
色
い
や
と

よ
。
詞
譬
勅
使
三
度
に
及
ぶ
共
。
我
に
誠
の
心
あ
ら
ば
参
内
を
と
ゞ
ま
り
給
へ
。」

「
い
な
〳
〵
。
丞
相
の
詞
共
覚
へ
ず
。
師
檀
の
契
り
は
内
証
。
違
勅
の
科
は
犯
し

が
た
し
。
此
義
計
は
赦
し
給
へ
」
と
。
地
ウ
宣
ふ
中
に
菅
丞
相
。
ハ
ル
面
色
変
ず
る

怒
り
の
相
恰
。
ウ
逆
立
（
21
オ
）
し
ん
ゐ
御
中
傍
の
。
ウ
柘
榴
を
取
て
噛
砕
き
。
ウ

妻
戸
に
ば
つ
と
中
吐
か
け
給
へ
ば
合
。
ウ
忽
猛
火
と
ハ
ル
鳴
神
の
。
轟
く
響
き
諸
共

に
。
色
戸
は
ゑ
ん
〳
〵
と
。
ウ
フ
シ
燃
立
た
り
。

地
ウ
後
に
窺
ふ
業
因
坊
。
道
真
〈
相
丞
〉
目
が
け
戒
刀
ふ
り
上
。
ウ
切
て
か
ゝ
れ
ば

立
ず
く
み
。
ウ
我
と
我
手
に
中
頭
転
倒
。
ハ
ル
た
を
る
ゝ
間
（
21
ウ
）
も
色
あ
ら
恐

し
。
下
コ
ハ
リ
両
足
空
に
成
よ
と
見
へ
し
が
。
ウ
さ
つ
と
左
右
へ
引
裂
れ
。
フ
シ
二
つ

に
な
つ
て
死
て
ん
げ
り
。

地
ハ
ル
僧
正
騒
ぐ
気
中
色
も
な
く
。
ウ
数
珠
押
も
ん
で
瀉
水
の
印
結
ヒ
給
へ
ば
さ
し
も

の
猛
火
。
ぱ
つ
と
き
へ
た
る
煙
の
内
。
今
迄
有
し
菅
丞
相
。
姿
は
空
に
ハ
ル
た
ち

（
22
オ
）
登
る
。
ウ
煙
と
倶
に
ハ
ル
失
給
ふ
。
矢
扨
こ
そ
末
世
末
代
に
。
伝
ふ
る
柘

榴
天
神
の
色
因
縁
。
上
斯
と
そ
し
ら
れ
た
り
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